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(57)【要約】
　本発明の実施形態に係るカミソリカートリッジは、メ
インブレードと、トリマーブレードと、メインブレード
の切削エッジが前面に露出するように前記メインブレー
ドを収容し、前記トリマーブレードの切削エッジが背面
に露出するように前記トリマーブレードを収容するハウ
ジングと、前記ハウジングの背面に上下にスライド可能
に備えられ、第１ポジションと第２ポジションとの間を
往復移動するトリマーカバーとを含んでなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メインブレードと、
　トリマーブレードと、
　前記メインブレードの切削エッジが前面に露出するように前記メインブレードを収容し
、前記トリマーブレードの切削エッジが背面に露出するように前記トリマーブレードを収
容するハウジングと、
　前記ハウジングの背面に上下にスライド可能に備えられ、第１ポジションと第２ポジシ
ョンとの間を往復移動するトリマーカバーとを含んでなる、カミソリカートリッジ。
【請求項２】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、
　前記トリマーブレードの切削エッジは、前記ハウジングの上端と前記トリマーカバーの
上端とに同時に接する仮想のトリミング平面に隣接して位置する、請求項１に記載のカミ
ソリカートリッジ。
【請求項３】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面を通過する、請求項２に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項４】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面に接する、請求項２に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項５】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面の下方に位置する、請求項２に記載のカミソリカートリ
ッジ。
【請求項６】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーカバーの上
端は前記トリマーブレードの切削エッジよりも下方に位置する、請求項２に記載のカミソ
リカートリッジ。
【請求項７】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときの前記トリマーカバーの上端
の位置は、前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときの前記トリマーカバ
ーの上端の位置よりも上方に位置する、請求項２に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項８】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置したときに、
　前記トリマーブレードの切削エッジは、前記ハウジングの上端と前記トリマーカバーの
上端とを同時に接する仮想の平面よりも下方に位置する、請求項７に記載のカミソリカー
トリッジ。
【請求項９】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置したときに、前記トリマーカバーの上
端は前記トリマーブレードの切削エッジよりも上方に位置する、請求項７に記載のカミソ
リカートリッジ。
【請求項１０】
　前記ハウジングには、前記トリマーカバーの上下移動を案内するガイドレールが形成さ
れ、
　前記トリマーカバーは、前記ガイドレールに沿って移動するスライドレールを含む、請
求項１に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１１】
　前記ガイドレールは前記ハウジングの両側面にそれぞれ備えられる、請求項１０に記載
のカミソリカートリッジ。
【請求項１２】
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　前記ガイドレールは、外側に突設される固定突起を含み、
　前記スライドレールは、
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第２ポジションに維持させる第２収容部を含む、請求項１０に
記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１３】
　前記スライドレールは、外側に突設される固定突起を含み、
　前記ガイドレールは、
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第２ポジションに維持させる第２収容部を含む、請求項１０に
記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１４】
　前記トリマーブレードと前記トリマーカバーとの間に備えられるトリマーガードをさら
に含み、
　前記トリマーガードは、前記ハウジングと一緒に、前記トリマーブレードの切削エッジ
に隣接する仮想のトリミング平面を形成する、請求項１に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１５】
　前記トリマーカバーの上端は前記第１ポジションで前記トリミング平面よりも上方に位
置する、請求項１４に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１６】
　前記トリマーカバーの上端は前記第２ポジションで前記トリミング平面よりも下方に位
置する、請求項１４に記載のカミソリカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カミソリカートリッジに係り、より詳しくは、トリマーブレードを含むカミ
ソリカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カミソリは、例えば、もみあげまたは鼻付近の体毛などを整理するためのトリマーブレ
ード付きカミソリが挙げられる。この種のカミソリは、一般にカミソリカートリッジの後
方にトリマーブレードが装着される。
【０００３】
　しかし、カミソリカートリッジの後方に露出するトリマーブレードにより、使用者がカ
ミソリカートリッジを交換する途中、またはカミソリを使用する途中でトリマーブレード
に手が触れて怪我をするなどの意図せぬ傷害を被ることがしばしば発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、トリマーブレードを含み且つ安全に使用することが
可能なカミソリカートリッジを提供することにある。
【０００５】
　本発明の課題は上述した課題に制限されず、上述していない別の課題は以降の記載から
当業者に明確に理解できるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記の課題を解決するための本発明の実施形態に係るカミソリカートリッジは、メイン
ブレードと、トリマーブレードと、前記メインブレードの切削エッジが前面に露出するよ
うに前記メインブレードを収容し、前記トリマーブレードの切削エッジが背面に露出する
ように前記トリマーブレードを収容するハウジングと、前記ハウジングの背面に上下にス
ライド可能に備えられ、第１ポジションと第２ポジションとの間を往復移動するトリマー
カバーとを含んでなる。
【０００７】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは、前記ハウジングの上端と前記トリマーカバーの上端とに同時に接する仮想
のトリミング平面に隣接して位置することができる。
【０００８】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面を通過することができる。
【０００９】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面に接することができる。
【００１０】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは前記トリミング平面の下方に位置することができる。
【００１１】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーカバーの上
端は前記トリマーブレードの切削エッジよりも下方に位置することができる。
【００１２】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときの前記トリマーカバーの上端
の位置は、前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときの前記トリマーカバ
ーの上端の位置よりも上方に位置することができる。
【００１３】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置したときに、前記トリマーブレードの
切削エッジは、前記ハウジングの上端と前記トリマーカバーの上端とに同時に接する仮想
の平面よりも下方に位置することができる。
【００１４】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置したときに、前記トリマーカバーの上
端は、前記トリマーブレードの切削エッジよりも上方に位置することができる。
【００１５】
　前記ハウジングには、前記トリマーカバーの上下移動を案内するガイドレールが形成さ
れ、前記トリマーカバーは、前記ガイドレールに沿って移動するスライドレールを含むこ
とができる。
【００１６】
　前記ガイドレールは、前記ハウジングの両側面にそれぞれ備えられることができる。
【００１７】
　前記ガイドレールは、外側に突設される固定突起を含み、前記スライドレールは、前記
トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて前記ト
リマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び前記トリマーカバーが
前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて前記トリマーカバーを前
記第２ポジションに維持させる第２収容部を含むことができる。
【００１８】
　前記スライドレールは、外側に突設される固定突起を含み、前記ガイドレールは、前記
トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて前記ト
リマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び前記トリマーカバーが
前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて前記トリマーカバーを前
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記第２ポジションに維持させる第２収容部を含むことができる。
【００１９】
　前記トリマーブレードと前記トリマーカバーとの間に備えられるトリマーガードをさら
に含み、前記トリマーガードは、前記ハウジングと一緒に、前記トリマーブレードの切削
エッジに隣接する仮想のトリミング平面を形成することができる。
【００２０】
　前記トリマーカバーの上端は、前記第１ポジションで前記トリミング平面よりも上方に
位置することができる。
【００２１】
　前記トリマーカバーの上端は、前記第２ポジションで前記トリミング平面よりも下方に
位置することができる。
【００２２】
　本発明の他の具体的な事項は詳細な説明及び図面に含まれている。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の実施形態によれば、少なくとも次の効果がある。
【００２４】
　スライディング動作が可能なトリマーカバーを用いてトリマーブレードを使用しない場
合には、トリマーブレードの切削エッジが露出しないようにして、より安全にカミソリカ
ートリッジを使用することができる。
【００２５】
　本発明に係る効果は、以上で例示された内容によって制限されず、さらに様々な効果が
本明細書に含まれている。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジの背面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジの分解斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第１ポジ
ションに位置した状態を示す背面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第１ポジ
ションに位置した状態を示す側面図である。
【図５】図３のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図６】図４のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第２ポジ
ションに位置した状態を示す背面図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第２ポジ
ションに位置した状態を示す側面図である。
【図９】図７のＣ－Ｃ線に沿った断面図である。
【図１０】図８のＤ－Ｄ線に沿った断面図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係るカミソリカートリッジの断面図である。
【図１２】本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジの分解斜視図である。
【図１３】本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第１ポ
ジションに位置した状態を示す背面図である。
【図１４】図１３のＥ－Ｅ線に沿った断面図である。
【図１５】本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第２ポ
ジションに位置した状態を示す背面図である。
【図１６】図１５のＦ－Ｆ線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は、添付図面と共に詳細に後述さ
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れている実施形態を参照すれば明確になるであろう。しかし、本発明は以下で開示する実
施形態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現できる。但し、本実施
形態は、本発明の開示を完全たるものにし、本発明の属する技術分野における通常の知識
を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は請求の
範囲によってのみ定義される。明細書全体にわたり、同一の参照符号は同一の構成要素を
示す。
【００２８】
　また、本明細書で記述する実施形態は、本発明の理想的な例示図である断面図及び／ま
たは概略図を参考にして説明される。したがって、製造技術および／または許容誤差など
によって例示図の形態が変形することもある。また、本発明に示されている各図面におい
て、各構成要素は、説明の便宜を考慮して多少拡大または縮小されて示されたものであり
得る。明細書全体にわたり、同一の参照符号は同一の構成要素を示す。
【００２９】
　以下、本発明の実施形態に係るカミソリカートリッジを説明するための図を参照して、
本発明について説明する。
【００３０】
　図１は本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１の背面図、図２は本発明の
第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１の分解斜視図である。
【００３１】
　図１及び図２に示すように、本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１は、
ハウジング１０、トリマーブレード２０およびトリマーカバー３０を含む。
【００３２】
　図２に示すように、ハウジング１０は、少なくとも一つのメインブレード１２を左右で
支持する略四角形のフレーム１１を含む。本発明のハウジング１０には、少なくとも一つ
のメインブレード１２が備えられる、具体的にハウジング１０には複数のメインブレード
１２が備えられる例を中心に説明することもできる。ハウジング１０は、メインブレード
１２の切削エッジ（図示せず）がハウジング１０の前面に露出するように、複数のメイン
ブレード１２を収容する。複数のメインブレード１２は、フレーム１１に結合するクリッ
プ５０によってハウジング１０内に固定できる。
【００３３】
　図２に示すように、フレーム１１の背面の上部には、トリマーブレード２０が装着され
るトリマーブレード取付溝１３が設けられる。トリマーブレード取付溝１３には、複数の
結合突起１４が後方に突出して設けられてもよい。
【００３４】
　結合突起１４は、トリマーブレード２０をトリマーブレード取付溝１３に固定するため
の構造物であって、図２にはトリマーブレード取付溝１３に４つの結合突起１４が設けら
れる例を示したが、実施形態に応じて結合突起１４の位置及び数は変更できる。
【００３５】
　フレーム１１の両側には、フレーム１１の内側に陥設される第１ガイドレール１８が設
けられる。図２に示すように、第１ガイドレール１８は、フレーム１１の両側面に上下方
向に延設される。第１ガイドレール１８には、フレーム１１の外側方向に突設される固定
突起１９が備えられる。
【００３６】
　図２に示すように、フレーム１１の背面には、上部と下部とを接続する一対の第２ガイ
ドレール１６がさらに備えられてもよい。それぞれの第２ガイドレール１６の前面には、
対向する第２ガイドレール１６に向いて開放されたスリット１７が設けられてもよい。
【００３７】
　図２に示されているように、トリマーブレード２０は、１回折り曲げられて略Ｌ字状を
有するトリマーベース２１と、端部に形成される切削エッジ２２とを含む。
【００３８】
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　トリマーベース２１には、結合突起１４を挿入するための結合ホール２３が設けられる
。
【００３９】
　トリマーブレード２０は、トリマーベース２１がトリマーブレード取付溝１３に接する
ように配置される。この際、トリマーブレード２０は、切削エッジ２２がハウジング１０
の背面を向くようにトリマーブレード取付溝１３に配置される。
【００４０】
　結合突起１４は、結合ホール２３にリベット結合され、トリマーブレード２０をトリマ
ーブレード取付溝１３に固定することができる。或いは、実施形態に応じて、結合突起１
４は結合ホール２３に挿入されてトリマーブレード２０の設置位置を整列し、トリマーブ
レード２０をトリマーブレード取付溝１３に固定することができる。或いは、実施形態に
応じて、結合突起１４は省略されてもよい。
【００４１】
　図２に示すように、トリマーカバー３０は、四角形のフレーム形状を有するカバーベー
ス３１を含む。
【００４２】
　トリマーカバー３０は、カバーベース３１の両端から延設されるカバー側部３４を含む
。図２に示すように、カバー側部３４の端部には、第１ガイドレール１８に挿入される第
１スライドレール３６が設けられる。第１スライドレール３６は、第１ガイドレール１８
に沿って上下にスライド可能に設置される。
【００４３】
　それぞれの第１スライドレール３６には、互いに一定の距離だけ離隔して第１収容部３
８ａ及び第２収容部３８ｂが陥設される（図６参照）。
【００４４】
　図１及び図２に示すように、カバー側部３４の外側面には、外側に突出する複数のグリ
ップ突起３５が設けられる。グリップ突起３５は、トリマーカバー３０をハウジング１０
に対してスライドさせて第１ポジション（図３参照）と第２ポジション（図７参照）に転
換させるときに、トリマーカバー３０に対する使用者のグリップ力を向上させるためのも
のである。
【００４５】
　トリマーカバー３０は、カバーベース３１を上下に接続する２つの接続バー３２を含む
。接続バー３２はカバーベース３１の中央部を上下に支持する。カバーベース３１は、接
続バー３２によって区分される複数の格子空間３１ａを形成する。複数の格子空間３１ａ
は、カミソリカートリッジ１の洗浄時に洗浄水がカミソリカートリッジ１の前後を通過し
ながら、メインブレード１２などを洗浄することができるようにする。
【００４６】
　また、接続バー３２の前端には、外側に突出する第２スライドレール３２が設けられる
。第２スライドレール３２は、第２ガイドレール１６のスリット１７に挿入され、第２ガ
イドレール１６に沿って上下に移動可能に設置される。
【００４７】
　第１スライドレール３６が第１ガイドレール１８に沿って移動可能に設置され、第２ス
ライドレール３２が第２ガイドレール１６に沿って移動可能に設置されるので、図１に示
すように、トリマーカバー３０は、ハウジング１０の背面に設置され、第１ガイドレール
１８及び第２ガイドレール１６が形成された上下方向にスライド可能である。
【００４８】
　トリマーカバー３０は、上下方向にスライドされ、トリマーブレード２０の切削エッジ
２２を隠す第１ポジション（図３参照）とトリマーブレード２０の切削エッジ２２を露出
させる第２ポジション（図７参照）との間を往復移動することができる。以下、トリマー
カバー３０が第１ポジションと第２ポジションに位置するそれぞれの状態について具体的
に説明する。
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【００４９】
　図３は本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第１ポジ
ションに位置した状態を示す背面図、図４は本発明の第１実施形態に係るカミソリカート
リッジのトリマーカバーが第１ポジションに位置した状態を示す側面図、図５は図３のＡ
－Ａ線に沿った断面図、図６は図４のＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【００５０】
　図３及び図４に示すように、トリマーカバー３０が第１ポジションに位置するときには
トリマーカバー３０の上端がトリマーブレード２０の切削エッジ２２よりも上方に位置す
る。
【００５１】
　したがって、カミソリカートリッジ１の後方から眺めるときに、トリマーブレード２０
の切削エッジ２２はトリマーカバー３０のカバーベース３１によって隠されて観測されず
、カミソリカートリッジ１の側方から眺めるときに、トリマーブレード２０の切削エッジ
２２はトリマーカバー３０のカバー側部３４によって隠されて観測されなくなる。
【００５２】
　図５に示すように、トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、カミソリカートリッジ
１の上部から眺めた視覚Ｓ１でのみフレーム１１とトリマーカバー３０との間から観測さ
れる。
【００５３】
　したがって、トリマーカバー３０が第１ポジションに位置した状態では、トリマーブレ
ード２０の切削エッジ２２は、カミソリカートリッジ１の上部から眺めた視覚Ｓ１でのみ
観測されるだけで、カミソリカートリッジ１の外部に露出しない。したがって、トリマー
カバー３０が第１ポジションに位置する場合には、トリマーブレード２０を用いた切削を
行うことができず、トリマーブレード２０の切削エッジ２２による意図せぬ傷害を予防す
ることができる。
【００５４】
　図６に示すように、第１収容部３８ａは、第２収容部３８ｂよりも下方に位置するよう
に設けられ、固定突起１９が第１収容部３８ａに挿入された状態によってトリマーカバー
３０の第１ポジションの位置が定義される。また、固定突起１９と第１収容部３８ａとの
係合によって、トリマーカバー３０は第１ポジションの位置を維持することができる。
【００５５】
　図５に示すように、固定突起１９と第１収容部３８ａの相対位置は、第１ポジションで
トリマーカバー３０の上端がトリマーブレード２０の切削エッジ２２よりも上方に位置す
るように配置される。より好ましくは、固定突起１９と第１収容部３８ａの相対位置は、
第１ポジションでトリマーカバー３０の上端とハウジング１０の上端とが同時に接する仮
想の平面がトリマーブレード２０の切削エッジ２２よりも上方にあるように配置できる。
【００５６】
　一方、図７は本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１のトリマーカバー３
０が第２ポジションに位置した状態を示す背面図、図８は本発明の第１実施形態に係るカ
ミソリカートリッジ１のトリマーカバー３０が第２ポジションに位置した状態を示す側面
図、図９は図７のＣ－Ｃ線に沿った断面図、図１０は図８のＤ－Ｄ線に沿った断面図であ
る。
【００５７】
　図７乃至図９に示すように、トリマーカバー３０が第２ポジションに位置するときには
、トリマーカバー３０の上端がトリマーブレード２０の切削エッジ２２よりも下方に位置
する。
【００５８】
　つまり、カミソリカートリッジ１の後方から眺めるときに、トリマーカバー３０のカバ
ーベース３１の上端は、トリマーブレード２０の切削エッジ２２の下方に位置するので、
トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、カミソリカートリッジ１の後方から観測され
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るように露出する。
【００５９】
　また、カミソリカートリッジ１の側方から眺めるときに、トリマーカバー３０のカバー
側部３４の上端もトリマーブレード２０の切削エッジ２２の下方に位置するので、トリマ
ーブレード２０の切削エッジ２２はカミソリカートリッジ１の側方から観測されるように
露出する。
【００６０】
　図９に示すように、トリマーカバー３０が第２ポジションに位置した状態で、トリマー
カバー３０はハウジング１０と一緒にトリミング平面Ｐ１を決定する。トリミング平面Ｐ
１は、ハウジング１０の上端とトリマーカバー３０の上端が同時に接する平面であって、
トリマーブレード２０の切削エッジ２２を用いた体毛切削過程でカミソリカートリッジ１
に接する皮膚面と対応する。
【００６１】
　切削エッジ２２による体毛切削ができるように、図８及び図９に示すように、トリマー
カバー３０の第２ポジションはトリミング平面Ｐ１が切削エッジ２２の端部に隣接するよ
うに位置できる。実施形態に応じて、トリマーカバー３０の第２ポジションは、切削エッ
ジ２２の端部がトリミング平面Ｐ１に隣接するが、切削エッジ２２がトリミング平面Ｐ１
を通過するように位置するか、或いは切削エッジ２２がトリミング平面Ｐ１の下方に位置
するか、或いは切削エッジ２２がトリミング平面Ｐ１に接するように位置することができ
る。
【００６２】
　図１０に示すように、固定突起１９が第２収容部３８ｂに挿入された状態によって、ト
リマーカバー３０の第２ポジションの位置が定義される。また、固定突起１９と第２収容
部３８ｂとの係合によって、トリマーカバー３０は第２ポジションの位置を維持すること
ができる。
【００６３】
　固定突起１９と第２収容部３８ｂの相対位置は、トリマーカバー３０の上端がトリマー
ブレード２０の切削エッジ２２よりも下方に位置するように配置される。より具体的には
、前述したように、固定突起１９と第２収容部３８ｂの相対位置は、トリミング平面Ｐ１
が切削エッジ２２の端部に接するか或いは隣接するように配置されることが好ましい。
【００６４】
　前述した第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１では、トリマーカバー３０の第１
ポジションでトリマーカバー３０の上端がトリマーブレード２０の切削エッジ２２よりも
上方に位置し、トリマーカバー３０の第２ポジションでトリマーカバー３０の上端がトリ
マーブレード２０の切削エッジ２２よりも下方に位置する例を中心に説明したが、実施形
態に応じて、トリマーカバー３０の第１ポジション及び第２ポジションでトリマーカバー
３０の上端とトリマーブレード２０の切削エッジ２２の相対的な位置は変わり得る。
【００６５】
　例えば、第１ポジション及び第２ポジションで、トリマーカバー３０の上端はトリマー
ブレード２０の切削エッジ２２の下方に位置することもできる。
【００６６】
　但し、トリマーカバー３０が第２ポジションに位置するときは、トリマーカバー３０の
上端とハウジング１０の上端によって決定されるトリミング平面Ｐ１にトリマーブレード
２０の切削エッジ２２が隣接するように位置して、トリマーカバー３０が第２ポジション
に位置した状態でトリマーブレード２０による体毛切削が可能でなければならない。
【００６７】
　そして、トリマーカバー３０が第１ポジションに位置するときのトリマーカバー３０の
上端の位置は、トリマーカバー３０が第２ポジションに位置するときのトリマーカバー３
０の上端の位置よりも上方に位置して、トリマーカバー３０が第１ポジションに位置する
ときにはトリマーブレード２０の切削エッジ２２が使用されないように構成されなければ
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ならない。つまり、トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、トリマーカバー３０が第
１ポジションに位置したときに、ハウジング１０の上端とトリマーカバー３０の上端を同
時に接する仮想の平面よりも下方に位置しなければならない。
【００６８】
　以下、本発明の他の実施形態に係るカミソリカートリッジについて説明する。説明の便
宜のために、第１実施形態と同様の部分には同一の図面符号を使用し、第１実施形態と共
通する部分はその説明を省略する。
【００６９】
　図１１は本発明の第２実施形態に係るカミソリカートリッジ１’の断面図である。
【００７０】
　前述した第１実施形態では、第１ガイドレール１８に固定突起１９が設けられ、第１ス
ライドレール３６に第１収容部３８ａ及び第２収容部３８ｂが設けられてトリマーカバー
３０の第１ポジションと第２ポジションを定義したのに対し、本発明の第２実施形態に係
るカミソリカートリッジ１’は、図１１に示すように、フレーム１１’の第１ガイドレー
ル１８に第１収容部１９ａ及び第２収容部１９ｂが設けられ、第１スライドレール３６’
に固定突起３８’が設けられる。
【００７１】
　したがって、本発明の第２実施形態に係るカミソリカートリッジ１’は、図１１に示す
ように、固定突起３８’が第２収容部１９ｂに係合された状態でトリマーカバー３０が第
２ポジションに位置する。図示してはいないが、本発明の第２実施形態に係るカミソリカ
ートリッジ１’は、固定突起３８’が第１収容部１９ａに係合された状態でトリマーカバ
ー３０が第１ポジションに位置する。
【００７２】
　一方、図１２は本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジ２の分解斜視図であ
る。
【００７３】
　前述した本発明の第１実施形態に係るカミソリカートリッジ１と比較して、本発明の第
３実施形態に係るカミソリカートリッジ２は、図１２に示すように、トリマーブレード２
０とトリマーカバー２３０との間に備えられるトリマーガード２４０をさらに含む。
【００７４】
　トリマーガード２４０は、ガードバー２４１と、ガードバー２４１の両側に延設される
フックレッグ２４３とを含む。
【００７５】
　本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジ２のハウジング２１０には、トリマ
ーブレード取付溝１３の両側にガード結合溝２１１が設けられる。ガード結合溝２１１は
、トリマーガード２４０のフックレッグ２４３が挿入されてフック結合される空間を形成
する。
【００７６】
　複数のメインブレード１２をフレーム１１に固定するクリップ５０の一端はフレーム１
１の前面からガード結合溝２１１に挿入され、クリップの他端はフレームの前面からクリ
ップ結合ホール２１３に挿入され得る。
【００７７】
　ガード結合溝２１１とクリップ結合ホール２１３にそれぞれ挿入されてフレーム１１の
背面に突出したクリップ５０の両端は、折り曲げられて、フレーム１１の背面に設けられ
たクリップ定着溝２１２に接することになる。
【００７８】
　本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジ２のトリマーガード２４０は、トリ
マーブレード２０がフレーム１１に設置された後にフレーム１１に結合される。フレーム
１１にトリマーブレード２０とトリマーガード２４０の両方ともが結合された状態で、ト
リマーブレード２０は、トリマーガード２４０の前面と上面の少なくとも一部に密着でき
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る（図１６参照）。
【００７９】
　本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジ２は、トリマーガード２４０の上端
がハウジング１０の上端と一緒に仮想のトリミング平面Ｐ２を形成する（図１６参照）。
【００８０】
　前述した第１実施形態に係るカミソリカートリッジ２では、トリマーカバー３０が第２
ポジションに位置することによりトリミング平面Ｐ１が決定されたのに対し、本発明の第
３実施形態に係るカミソリカートリッジ２は、トリマーカバー２３０の位置を問わずに、
固定設置されるトリマーガード２４０によってトリミング平面Ｐ２が決定される。
【００８１】
　第１実施形態に係るカミソリカートリッジ２は、第１ポジションと第２ポジションを往
復移動するトリミングカバー３０によってトリミング平面Ｐ１が決定されるので、使用に
よる摩耗などでトリミング平面Ｐ１が多少変更される可能性があるのに対し、第３実施形
態に係るカミソリカートリッジ２は、固定設置されるトリマーガード２４０によってトリ
ミング平面Ｐ２が決定されるので、第１実施形態に係るカミソリカートリッジ２に比べて
トリミング平面Ｐ２を安定的に維持することができる。
【００８２】
　フレーム１１にトリマーブレード２０とトリマーガード２４０の両方ともが結合された
状態で、トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、トリミング平面Ｐ２に隣接するよう
に形成できる。実施形態に応じて、切削エッジ２２の端部がトリミング平面Ｐ２に隣接す
るが、切削エッジ２２がトリミング平面Ｐ２を通過するように形成されるか、或いは切削
エッジ２２がトリミング平面Ｐ２の下方に位置するか、或いは切削エッジ２２がトリミン
グ平面Ｐ２に接するように位置することができる。
【００８３】
　図１３は本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジのトリマーカバーが第１ポ
ジションに位置した状態を示す背面図、図１４は図１３のＥ－Ｅ線に沿った断面図である
。
【００８４】
　図１３及び図１４に示すように、トリマーカバー２３０が第１ポジションに位置すると
きには、トリマーブレード２０の切削エッジ２２がカミソリカートリッジ２の背面及び側
面から観測されない。
【００８５】
　図１４に示すように、トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、カミソリカートリッ
ジ２の上部から眺めた視覚Ｓ１でのみフレーム１１とトリマーカバー２３０との間から観
測される。
【００８６】
　前述した第１実施形態と同様に、トリマーカバー２３０が第１ポジションに位置した状
態では、トリマーブレード２０の切削エッジ２２は、カミソリカートリッジ２の上部から
眺めた視覚Ｓ１でのみ観測されるだけで、カミソリカートリッジ２の外部に露出しない。
よって、トリマーカバー２３０が第１ポジションに位置する場合には、トリマーブレード
２０を用いた切削を行うことができず、トリマーブレード２０の切削エッジ２２による意
図せぬ傷害を予防することができる。
【００８７】
　図１４に示すように、トリマーカバー２３０が第１ポジションに位置するとき、トリマ
ーカバー２３０のカバーベース３１及びカバー側部３４の上端は、トリマーブレード２０
の切削エッジ２２よりも上方に位置する。より好ましくは、トリマーカバー２３０の上端
はトリミング平面Ｐ２よりも上方に位置する。
【００８８】
　一方、図１５は本発明の第３実施形態に係るカミソリカートリッジ２のトリマーカバー
２３０が第２ポジションに位置した状態を示す背面図、図１６は図１５のＦ－Ｆ線に沿っ
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た断面図である。
【００８９】
　図１５及び図１６に示すように、トリマーカバー２３０が第２ポジションに位置すると
きには、トリマーブレード２０の切削エッジ２２がカミソリカートリッジ２の背面及び側
面から観測されるように露出する。よって、トリマーカバー２３０が第２ポジションに位
置した状態では、トリマーブレード２０の切削エッジ２２を用いた体毛切削が可能である
。
【００９０】
　切削エッジ２２による体毛切削が安定的に行われるように、図１６に示すように、トリ
マーカバー２３０が第２ポジションに位置するとき、トリマーカバー２３０のカバーベー
ス３１及びカバー側部３４の上端はトリミング平面Ｐ２よりも下方に位置することが好ま
しい。
【００９１】
　上述したように、本発明の実施形態に係るカミソリカートリッジ１、１’、２は、トリ
マーカバー３０、２３０がハウジング１０に対して上下にスライド可能に構成され、トリ
マーブレード２０の切削エッジ２２が露出しないようにする第１ポジションと、トリマー
ブレード２０の切削エッジ２２が露出する第２ポジションとの間に位置することができる
。よって、トリマーブレード２０を使用しようとする場合には、トリマーカバー３０、２
３０を第２ポジションに位置させてトリマーブレード２０を用いて体毛を切削し、トリマ
ーブレード２０を使用しない場合には、トリマーカバー３０、２３０を第１ポジションに
位置させてトリマーブレード２０の切削エッジ２２がカミソリカートリッジ１、１’、２
の外部に露出しないようにして、意図せぬ傷害などを防止することができる。
【００９２】
　本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者は、本発明がその技術的思想や
必須の特徴を変更せず、他の具体的な形態で実施され得ることが理解できるであろう。し
たがって、上述した実施形態はすべての面で例示的なもので、限定的なものではないと理
解すべきである。本発明の範囲は、前記詳細な説明よりは、後述する特許請求の範囲によ
って示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその均等概念から導き出されるあら
ゆる変更または変形形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきである。



(13) JP 2019-509792 A 2019.4.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月16日(2018.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのメインブレードと、
　トリマーブレードと、
　前記メインブレードの切削エッジが前面に露出するように前記メインブレードを収容し
、前記トリマーブレードの切削エッジが背面に露出するように前記トリマーブレードを収
容するハウジングと、
　前記ハウジングの背面に上下にスライド可能に備えられ、第１ポジションと第２ポジシ
ョンとの間を往復移動するトリマーカバーとを含んでなる、カミソリカートリッジ。
【請求項２】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、
　前記トリマーブレードの切削エッジは、前記ハウジングの上端と前記トリマーカバーの
上端とに同時に接する仮想のトリミング平面に隣接して位置する、請求項１に記載のカミ
ソリカートリッジ。
【請求項３】
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置したときに、前記トリマーカバーの上
端は前記トリマーブレードの切削エッジよりも下方に位置する、請求項２に記載のカミソ
リカートリッジ。
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【請求項４】
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときの前記トリマーカバーの上端
の位置は、前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときの前記トリマーカバ
ーの上端の位置よりも上方に位置する、請求項２に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項５】
　前記ハウジングには、前記トリマーカバーの上下移動を案内するガイドレールが形成さ
れ、
　前記トリマーカバーは、前記ガイドレールに沿って移動するスライドレールを含む、請
求項１に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項６】
　前記ガイドレールは、外側に突設される固定突起を含み、
　前記スライドレールは、
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第２ポジションに維持させる第２収容部を含む、請求項５に記
載のカミソリカートリッジ。
【請求項７】
　前記スライドレールは、外側に突設される固定突起を含み、
　前記ガイドレールは、
　前記トリマーカバーが前記第１ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第１ポジションに維持させる第１収容部、及び
　前記トリマーカバーが前記第２ポジションに位置するときに前記固定突起と係合されて
前記トリマーカバーを前記第２ポジションに維持させる第２収容部を含む、請求項５に記
載のカミソリカートリッジ。
【請求項８】
　前記トリマーブレードと前記トリマーカバーとの間に備えられるトリマーガードをさら
に含み、
　前記トリマーガードは、前記ハウジングと一緒に、前記トリマーブレードの切削エッジ
に隣接する仮想のトリミング平面を形成する、請求項１に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項９】
前記トリマーカバーの上端は前記第１ポジションで前記トリミング平面よりも上方に位置
する、請求項８に記載のカミソリカートリッジ。
【請求項１０】
前記トリマーカバーの上端は前記第２ポジションで前記トリミング平面よりも下方に位置
する、請求項８に記載のカミソリカートリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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